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オフセット・クレジットを活用したコミュニティサイクルシステムに関する研究 
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1. はじめに 

1-1． 研究の背景と目的 

地球温暖化問題の原因は人為起源の温室効果ガス

の増加であるとほぼ断定されており，現在様々な対

策が実行されている． 

本研究では，身近に取り組める温室効果ガス削減

活動として，コミュニティサイクルに注目した．コ

ミュニティサイクル事業に取り組む自治体は増えて

いるが，運営の資金が課題の一つとなっている．そ

こで本研究では，温室効果ガス削減の取り組みとし

て注目されているカーボン・オフセット制度を活用

した新しいコミュニティサイクルの検討を行った． 

1-2. コミュニティサイクルの概要 

 コミュニティサイクルとはレンタルサイクルの発

展型であり，複数の駐輪施設の相互利用により，乗

り捨てでの利用も可能となるシステムである．乗り

捨てにより，利用効率と利便性が向上することから，

近年，導入する地域が増えている． 

 

 

 図 1 コミュニティサイクルの概念図 

   （出典：扇谷ら１）） 

 

 

1-3. カーボン・オフセット制度の概要 

近年，世界で活発化しているカーボン・オフセッ

トとは，市民，企業，NGO/NPO，自治体，政府等の社

会構成員が，自らの温室効果ガスの排出量を認識し，

主体的にこれらを削減する努力を行うとともに，削

減が困難な部分の排出量について，他の場所で実現

した温室効果ガスの排出削減・吸収量等を購入する

ことである． 

 我が国では排出削減・吸収量をクレジット化する

制度として「オフセット・クレジット(J-VER)」があ

る．この制度により，クレジットの市場流通が可能

となり，排出削減・吸収の成果を金銭化することが

できる． 

2. 検討方法 

 本研究では，コミュニティサイクル事業を実施す

ることで削減可能となる二酸化炭素排出量を先進事

例での調査結果を参考にして推定し，これをオフセ

ットクレジット化して得られる売却益を事業の運営

費用の一部とする事業形態を提案する． 

3. 二酸化炭素排出削減量の推計 

 本研究では，先進事例として利用動向に関する調

査を実施し，それを公開している都市の中から，横

浜市と仙台市での事例を参考し，推計を行う． 

 コミュニティサイクル事業の実施により，様々な

利用者が自転車を借りて利用することになるが，二

酸化炭素の削減に寄与すると考えられるのは，自動

車利用を止めて自転車を使うこととした利用者の行

動である．本研究では，自動車からの転換を行った

利用者について，コミュニティサイクル利用距離に

相当する自動車走行により排出される二酸化炭素が

削減されるものと仮定し，推計を行う． 

 横浜市 2）によると，コミュニティサイクルの回転

率は平日 0.9，休日 1.8 となっている．ただし， 

キーワード コミュニテイサイクル カーボン・オフセット オフセット・クレジット 自転車利用促進 

連絡先 〒321-8585 栃木県宇都宮市陽東 7-1-2 宇都宮大学工学部建設学科 Tel/ FAX 028-689-6220  



Ⅳ－ 51 第38回土木学会関東支部技術研究発表会

 

この数字は社会実験段階の数値であり，横浜市での

利用者の多くが観光客であることを考慮すると，こ

の事業が定着すれば回転率は上昇する可能性がある． 

仙台市 3）では，回転率は 5.9 と高い数値となってい

る． 

 横浜市では利用者に対してコミュニティサイクル

がなかった場合の移動手段を尋ねており，自家用車，

もしくはタクシーと答えた人が 27%であった．また，

一回当たりの利用時間は「30 分～１時間程度」が過

半数となっている．このことから，一回当たりの走

行距離を時速 km8 で30分での走行と仮定して， km4

と設定し，これを以上のデータから式(1)の通り，自

転車一台当たりの乗用車利用から転換される年間の

台キロが推定される． 

     車からの転換率回転率転換台キロ   

          365 走行距離原単位    (1) 

 また，国道交通省 4）によると，ガソリン車の燃費

推定式は，走行速度を  km/hx とし，式(2)で与えら

れている．市街地での走行速度は km/h30 と設定して

算定を行う． 

  1.640077.09.0/829 2  xxxcc/km燃料消費量   

(2)  

 国道交通省 5）によると，ガソリンの二酸化炭素排

出係数は kg/l322.2 であるので，自転車一台当たりの

年間排出削減量は式（3）で算出される． 

   

 　転換台キロ　　　　　　　　　

燃料消費量排出削減量

lkg

cc/kmkg

/322.2

1000




  (3)       

以上より，横浜市の回転率を用いた場合には自転

車一台あたりで年間約 kg76 ，仙台市の回転率では約

kg387 の排出削減となることが推計される． 

4. 排出削減系クレジットの価格設定 

前章で算出した排出削減量をクレジット化し，排

出削減系クレジットとして販売するときの収益額を

推計する．カーボン・オフセットフォーラム 6）によ

ると，最新（2011 年 1月時点）の取引気配値の中値

は t/900,6 円 である．これをクレジット単価として，

式(4)により収益額を算定する．

     tt 排出削減量円クレジット単価円収益額  /   

(4) 

算定結果は表１の通りとなる． 

 

表１；自転車一台当たりのクレジット収益 

収益額(円) 排出削減量(ｔ) 回転率設定値 

524 0.076 0.9（平日）1.8（休日） 

2,671 0.387 5.9 

 

5. まとめ 

 横浜市のデータを用いると，コミュニティサイク

ル事業にオフセット・クレジットを活用することで，

自転車一台当たり年間 524 円の収益があることが分

かった．仙台市の回転率からは自転車一台当たり年

間 2,671 円の収益と推計される． 

今後，排出削減目標が厳しくなれば，クレジット

単価が上昇する可能性があることから，いつかオフ

セット・クレジットがコミュニティサイクル事業の

運営資金の大きな支えとなるかもしれない． 

ただし，クレジット化には，詳しいデータを取る

必要がある．コミュニティサイクルの回転率や走行

距離，車からの転換がどの程度かなど，必要なデー

タは多い．情報産業の民間企業との連携など，効率

的で正確なデータ収集の仕組み作りが必要である． 
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